
木簡と上代文学

木

簡

と

上

代

文

学

―
―
水
産
物
付
札
を
め
ぐ
っ
て
―
―

木
簡
は
国
語
資
料
と
し
て
も
貴
重
な
も
の
で
あ
る
。
私
は
最
近
、
文
書
木
簡

の
宣
命
体
表
記
に
つ
い
て
調
べ
、
ま
た
細
螺
と
蠣
を
素
材
と
す
る
記
紀
歌
謡
の

解
釈
に
つ
い
て
検
討
し
た
が
、　
そ
の
際
に
付
札
木
簡

（
ン」
ン」
で
は
荷
札
と
の
区
別

を
し
な
い
）
に
多
く
見
ら
れ
る
水
産
物
品
名
の
語
彙
や
用
字
が
重
要
な
手
が

か

り
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
の
水
産
物
名
が
語
彙
と
し
て
は
、
当
時
の
言

語
文
化
の
中
で
、
ど
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
を
伴
う
も
の
で
あ

っ
た
か
と
い
う
こ

と
に
興
味
を
持

っ
た
。
そ
こ
で
、
そ
れ
ら
水
産
物
名
―
―
魚
介
類
海
藻
類
の
名

前
―
―
が
、
上
代
文
献
の
中
に
ど
の
よ
う
に
登
場
し
て
い
る
か
を
調
べ
て
み
た
。

上
代
文
献
と
い
っ
て
も
、
文
学
的
傾
向
の
見
ら
れ
る
文
献
が
主
に
な
る
の
で
、

一
般
の
上
代
人
の
持

っ
て
い
た
語
感
と
は
、
ず
れ
が
あ
ろ
う
。
ま
た
、

「塩
」

は
対
象
外
と
し
、

「鯨
」

「
入
鹿
」
な
ど
の
、
海
に
住
む
哺
乳
類
も
、
今
の
と

こ
ろ
木
簡
に
記
載
さ
れ
た
例
を
知
ら
な
い
の
で
省
略
し
た
。

一
、
上
代
文
献
に
見
ら
れ
る
水
産
物
名

ま
ず
、
諜
原
官
跡
、
お
よ
び
平
城
宮
跡
か
ら
出
土
し
た
木
簡
の
中
に
、
ど
の

よ
う
な
水
産
物
名
が
記
載
さ
れ
て
い
る
か
を
次
に
記
す
。
こ
れ
は
、
昭
和
五
十

六
年
ま
で
の

「
平
城
官
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報
」
，
「飛
鳥
藤
原
官
発
掘
調
査

出
土
木
簡
概
報
」
な
ど
を
も
と
に
調
べ
た
も
の
で
あ
る
。

藤
原
官
木
簡

〈魚
類
〉
　

阿
遅
１
　
阿
由
１
　
年
魚
１
　
鮎
４
　
伊
委
之
２
　
（伊
）和
志
１

伊
和
ド
　
盟
魚を
２
　
堅
∬
　
沖
床ま
須す
１

縛
中１
　
岱
‐
　
佐さ
米め
‐
　
佐
目
１

須す
ゼ
支き
１
　
須
く
吉
１
　
多た
比ひ
４
　
多
（比
）
１
　

（田

比
）
１
　
轟
多た
比ひ
１

知ち
奴ぬ
‐
　
仲
謄
‐
　
布ム奈な
」
鰤
‐

こ
の
ほ
か
、
久
己
利
魚

（何
を
指
す
か
不
明
）
１
、
魚
２
、
真
魚
１
が
得
ら
れ

る
。
な
お
、
文
字
は
お
お
む
ね
現
行
の
字
体
に
改
め
た
。

（　
）
内
に
記
し
て

〔比
力
〕

あ
る
の
は
、
た
と
え
ば

「
多
□
」
な
ど
と
解
読
が
示
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

伊
和
は
イ
フ
ン
の
シ
が
消
え
た
も
の
、
堅
は
堅
魚
の
魚
の
部
分
が
消
え
た
も
の

と
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に
解
読
が
進
め
ば
、
右
の
品
目
名
、
数
量
な
ど
は
補
正
さ

れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

〈
只
類
そ
の
他
の
水
生
動
物
〉
　

伊
加
３
　
宇
（
１
　
宇
遍
１
　
絶
８
　
（絶
）

１
　
鰻
３
　
伊
只
１
　
河
鬼
１
　
津
備
１
　
富
也
１

ィJヽ

谷

博

泰
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軍 奈な

〈海
藻
類
〉
　

滑
海
藻
１
　
伊
支
須
１
　
伊
伎
須
１
　
心
太
１

乃
利
毛
２
　
小
支
米
２

（
支
軍
布
１
　
乃
利
１
　
広
（米
）
１

（布
）
１
　
海
藻
２
　
弥み
留る
と
　
毛も
豆づ
久く
と

た
だ
し
、
ほ
か
に
軍
布
芭
３
が
あ
る
。

平
城
官
木
簡

〈魚
類
〉
　

赤
魚
Ｉ
　

（阿
治
）
１
　

年
魚
Ｈ
　
鮎
２

堅
魚
１３
　
堅
（魚
）
２
　
（堅
）魚
１

（堅

魚
）
１
　
鯉
１

‐４
　
佐
（米
）
１

（佐
）
米
１
　
（佐
）
１
　
須
須
岐
１

鯛
２
　
轟
鯨
１
　
儀
鯛
‐
　
布Ａ
奈な
‐
　
鮒
９
　
騰
須す
２

ほ
か
に
、
宇
波
加

（何
を
指
す
か
不
明
）
１
、
雑
魚
６

〈
貝
類
そ
の
他
の
水
生
動
物
〉

烏
賊
１
　
伊
加
１

２
　
水
母
１
　
海
鼠
２

（海
）
鼠
１
　
他
９

（絶
）
２

２
　
海
細
螺
１
　
少
細
螺
１

〈海
藻
類
〉
　

伊
支
須
１
　
伊
祗
須
１
　
小
凝
１
　
未
滑
海
藻
１
　
未
滑
（海
）

１
　
奈な
肇
浄
‐
　
乃の
秘
‐
　
屁
浄
‐
　
鮮
浄
‐
　
布Ａ
乃の
秘
‐
　
弥み
留る
と
　
海
松

３
　

紫

菜
３
　
軍
布
３
　
海
藻
１８
　
（海
）藻
１
　
海
藻
根
１
　
（海
）藻
根
１

若
海
藻
６
　
（若
）海
藻
１
　
褥
海
藻
１
　
鹿
角
菜
１
　
角
俣
１
　
撫
滑
海
藻
１

た
だ
し
、
回
海
藻
と
あ
る
場
合
は
、
□
に
書
か
れ
て
い
た
文
字
に
よ
っ
て
は
、

別
の
海
藻
名
と
な
る
。

以
上
が
、　
一
九
八
〇
年
ま
で
に
出
上
の
も
の
で
あ
る
が
、　
一
九
八

一
年
十
二

月
の
木
簡
学
会
に
お
け
る
報
告
資
料
に
よ
っ
て
、　
平
城
宮
木
簡
に

「
佐
米
」

「海
藻
」

「
堅
魚
」

「賀
床
□
魚
」

「
世
比
魚
」

「和
海
藻
」
が
各

一
例
得
ら
　

３８

れ
る
。

ま
た
、
ほ
か
の
遺
跡
で
は
、
大
宰
府
か
ら
、

「多
比
」

「鯖
」

「絶
」

「都

備
」

「
須
志
毛
」

「
軍
布
」
を
記
し
た
木
衝

一
点
が
出
土
し
て
い
る
。

右
の
水
産
物
名
は
、
主
に
付
札

（荷
札
を
含
む
）
に
記
載
さ
れ
た
も
の
で
あ
る

が
、
な
か
に
は
文
書
木
簡
に
記
載
さ
れ
た
も
の
も
含
ん
で
い
る
。
水
産
物
名
を

記
載
し
た
文
書
木
簡
の
代
表
的
な
例
を
次
に
記
す
。

。
「
　
　
但
鮭
者
速
欲
等
云
□
□
×

。
「
以
上
博
士
御
前
白
　
官
守
官
×
　
　
　
　
　
　
　
（『藤
原
宮
木
簡
』
５

・
×
□
□
□
□
□
□
□
儘
一二
隻
許
　
　
」

〔九
ヵ
〕　
　
　
　
　
　
　
〔家
力
〕

・
×
　
　
　
　
　
□
月
十
三
日
菅
生
広
□
」
　
　
　
　
（『平
城
宮
木
簡
』
一σ

か
き
　
　
　
〔ル体
力
〕

。
「
献
上
蠣

一
籠
□
昨
日
□
□
×

。
「
不
慮
以
外
得
高
客
有
口
□
×
　
　
　
　
　
　
　
　
（『平
城
宮
木
簡
』
一ё

「
人
給
所
請
　
協
計
拾
隻
海
藻
湯
叫
月
十
五
日
巨
勢
部
諸
成
」ｑ
平
城
宮
木
簡
』
三
）

次
に
、

『養
老
律
令
』
の

「賦
役
令
」
所
載
の
水
産
物
名
を
次
に
記
す
。

〈魚
類
〉
　

堅
魚
、
鮒
、
年
魚
、

（雑
魚
）。

〈
只
類
等
〉
　

鰻
、
β
賊
、
螺
、
海
鼠
、
始
貝
、
白
貝
、
羊
螺
、
海
細
螺
、
棘

伊
和
志
１
　
鰺
２

鮭
１
　
鯖
５
　
佐
米

須
く
（岐
）
１
　
多
比
２

、
魚
５
が
得
ら
れ
る
。

（伊

加
）
１
　
萩
甲
扇

鰻
１１
　
始
貝
３
　
蠣



甲
扇
、
甲
扇
。

〈海
藻
類
〉
　

紫
菜
、
海
藻
、
滑
海
藻
、
海
松
、
凝
海
菜
、
海
藻
根
、
未
滑
海

藻
、

（雑
海
菜
）。

た
だ
し
、
木
筒
の
場
合
と
同
じ
く
、
加
工
品
の
場
合
も
動
植
物
名
だ
け
を
抜

き
出
し
た
。

さ
て
、
上
代
の

『古
事
記
』

『
日
本
書
紀
』

『風
上
記
』

『
万
実
集
』
な
ど

で
、
水
産
物
名
に
当
た
る
動
植
物
語
彙
が
ど
の
よ
う
に
現
れ
る
か
、
そ
れ
ぞ
れ

の
概
略
を
述
べ
て
お
く
。

『古
事
記
』
で
は
、
因
幡
の
白
兎
、
俊
田
彦
、
海
幸
山
幸
の
話
な
ど
は
舞
台

に
海
が
あ
り
、
フ
ニ
（
サ
メ
）、
海
鼠
、
鯛
、
な
ど
が
現
れ
る
。
歌
謡
に
も
、
細

螺
、
蟹
、
鮪
な
ど
を
素
材
に
し
た
も
の
が
あ
る
。

上
巻
の
策
火
詞
に

「鱚
」

「真
魚
」
が
あ
り
、
そ
の
序
に
当
た
る
部
分
に

「海
布
」

「海
奪
」
が
あ
る
。

歌
謡
に

「漬
の
木
」

（応
神
紀
に
も
重
出
）
と
あ
る
の
は
、
海
藻
の
こ
と
か
と
言

わ
れ
て
い
る
。
淡
水
魚
に

「年
魚
」
が
見
ら
れ
る
。

『
日
本
書
紀
』
で

『古
事
記
』
と
重
複
し
な
い
も
の
に
、
「鯖
」
「鯉
」
「腹
」

「飴
」
な
ど
が
見
ら
れ
る
。
た
だ
し
、

『古
事
記
』
の
伝
承
を
補
足
す
る
か
、

あ
る
い
は
あ
ま
り
重
要
で
は
な
い
伝
承
の
部
分
で
出
て
く
る
。

『風
上
記
』
は
和
銅
六
年
の
官
命
に
基
づ
い
て
書
か
れ
た
も
の
で
、
そ
の
官

命
に

「
其
郡
内
所
生
、
銀
銅
彩
色
草
木
禽
獣
魚
中
等
物
具
録
二
色
目
ご

と
あ
る

の
で
、
水
産
物
名
に
つ
い
て
も
詳
し
い
。
中
で
も

『
出
雲
風
土
記
』
が
最
も
詳

し
く
、
逆
に
『播
磨
風
土
記
』
で
は
産
物
の
記
載
は
ほ
と
ん
ど
省
か
れ
て
い
る
。

伝
承
部
分
で
は

『
出
雲
風
上
記
』
で
は

「
大
魚
」

「娼
賭
」

「和
永
」
が
見
ら

れ
る
に
す
ぎ
な
い
が
、
ほ
か
の
風
上
記
に
も
伝
承
部
分
の
水
産
物
名
は
多
く
な

い
。

『
万
葉
集
』
で
は
、
魚
で
は

「鮎
」
が
圧
倒
的
に
多
い
。
少
数
例
で
は
柿
本

人
床
昌
に
ス
ズ
キ
が
あ
り
、
高
橋
虫
床
呂
の
浦
島
伝
説
の
長
歌
に

「
堅
魚
」
と

「鯛
」
が
、
大
伴
家
持
に

「鮪
」

「鰻
」
が
あ
る
。
ま
た
、
巻

一
六
の
詠
数
種

物
歌
の
類
に
、
「
屎
鮒
」
「鯛
」
「氷
魚
」
が
見
ら
れ
る
。　
ほ
か
に
は
、
鮒

（瑠

鮒
）
と
魚
が

一
例
ず
つ
あ
る
。

貝
は
、
鰻

（
お
よ
び
綾
玉
）
の
ほ
か
、
シ
ジ
ミ
と
ン
タ
ダ
ミ
が

一
例
ず
つ
現
れ

る
。
恋
の
歌
や
挽
歌
の
中
に
、
貝
、
忘
只
、
恋
忘
貝
が
使
わ
れ
て
い
る
が
、
こ

れ
は
実
体
感
に
乏
し
い
素
材
と
言
え
る
。
ほ
か
の
水
生
動
物
で
は
蟹
（葦
蟹
）
が

一
例
で
あ
る
。

め
だ
っ
て
多
い
の
が
海
藻
類
で
あ
る
。
た
だ
し
、
海
松
、
軍
布
、
稚
海
藻
、

な
ど
の
具
体
的
な
種
類
名
は
少
な
く
、
上
位
概
念
語
と
し
て
海
藻
類
を
総
称
す

る
藻

（玉
藻
）
が
多
い
の
は
、
魚
の
場
合
と
異
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

全
体
的
な
傾
向
と
し
て
は
、
水
産
物
名
も
、
歌
の
表
現
の
た
め
の
材
料
と
し

て
、
観
念
的
に
、
な
い
し
は
装
飾
的
に
使
わ
れ
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
小
螺
や

葦
蟹
を
歌

っ
た
民
謡
や
、
大
伴
家
持
の
鰻
の
歌
、
あ
る
い
は
高
安
王
の
贈
り
物

の
鮒
に
付
け
た
歌

（後
述
）
の
よ
う
に
、
生
活
実
感
の
強
い
も
の
も
あ
る
。

以
上
の
文
献
に
、
実
際
の
動
植
物
と
し
て
現
わ
れ
る
ほ
か
、
魚
介
類
海
藻
類

の
名
前
が
、
人
名
に
使
わ
れ
て
い
る
場
合
も
あ
る
。
こ
れ
を
全
文
献
に
つ
い
て

木簡と上代文学
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調
べ
る
こ
と
は
容
易
で
な
い
の
で
、
試
み
に

『寧
楽
遺
文
』
所
収
の
、
戸
籍
、

計
帳
、
奴
婢
帳
の
類
を
調
べ
て
み
た
。

戸
籍

・
計
帳

〈魚
類
〉
　

古
阿
由
売
、
床
奈
売

（真
魚
女
で
あ
ろ
う
か
）、
佐
波
、
多
比
床
呂
、

小
多
比
、
阿
由
売
、
佐
米
売
、
床
須
売
、
己
乃
志
呂
売
、
志
比

（鮪
か
）、
小
志

ル
、
布▲
奈な
手で
、
多た
陣
、
佐さ
目め
ヽ
移
仲
ヽ
布ム
奈な
床
呂

（鮒
麻
呂
か
、
但
し
、
他
に
船

床
呂
と
表
記
さ
れ
た
例
あ
り
）、
ゎ
布ム
無
ヽ
か
染
売
、
撃
鮮
売
、
阿ぁ
由ゅ
提て
売

（鮎
手

女
か
）、
小
鯛
麻
呂
、
鯖
床
呂
、
小
閉

（
三
へ
、
あ
る
い
は
贄
か
）
、
堅
魚
、
鯖
売
、

魚
売
。

〈
貝
類
〉
　
加
比
床
呂
、
加
比
、
乎
加
比
（匙
な
ど
の
語
も
考
え
ら
れ
る
が
、
古
事

記
に
小
貝
王
が
あ
る
）、
加
比
売
、
他
売
。

〈海
藻
類
〉
　

細
米
売

（細
海
藻
女
か
、
あ
る
い
は
細
目
女
と
も
取
れ
る
）、
広
目
売

（広
海
藻
女
か
）
、
軍
布
売
（他
に
「海
藻
売
」
と
表
記
さ
れ
た
例
も
あ
る
）
、
永
伎
米
売
、

阿
良
米
売
、
息
目
売

（奥
海
藻
女
で
あ
ろ
う
か
）。

な
お
、
長
目
の
例
が
あ
る
が
、
木
筒
等
の
海
藻
名
に
ナ
ガ
メ
の
例
が
見
ら
れ

な
い
こ
と
、
ほ
か
の
海
藻
名
使
用
の
人
第
が
す
べ
て
女
性
名
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

こ
れ
は
文
字
通
り
の
長
日
の
意
味
、
も
し
く
は
長
雨
、
詠
め
、
な
ど
の
意
か
と

考
え
る
。奴

婢
帳

堅
魚を
ヽ
真ま
鱗
、
建
ゴ
ヽ
熟
氷ひ
魚を
か
呂ろ
ヽ
建
Ｓ
ヽ
”
井
比ひ
女
、
阿ぁ
滓
女
、
真ま
魚な
女
、

奈
刀
自
女

（魚
刀
自
女
か
）、

多
比
女
、
魚
公
、
大
鯛
女
、
小
鯛
女
、
氷
魚
主
、

魚
麻
呂
、
鯛
床
呂
、
真
鯛
女
、
鯛
女
、
絶
女
。

戸
籍
、
計
帳
と
奴
婢
帳
と
で
は
、
名
前
の
付
け
か
た
に
少
し
傾
向
の
違
い
が

あ
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
の
で
、
分
け
て
記
し
た
。
な
お
、
人
名
の
場
合
、
同

音
異
義
語
が
考
え
ら
れ
る
ケ
ー
ス
で
は
、
両
様
に
意
味
が
取
れ
、　
一
つ
に
は
限

定
し
に
く
い
。
人
名
に
は
魚
の
第
が
語
彙
と
し
て
豊
か
な
こ
と
、
海
藻
名
を
付

け
る
の
は
女
性
に
限
ら
れ
る
ら
し
い
こ
と
な
ど
が
知
れ
る
。

次
に
、
水
産
物
動
植
物
名
の
代
表
と
し
て
、
サ
メ
、
グ
ヒ
、
ア
ユ
、
フ
ナ
、

ア
ハ
ビ
、　
フ
カ
メ

（
メ
）
の
六
種
を
選
び
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
見
て
ゆ
き
た

い
。

二
、　
サ
　
メ

（鮫
）

藤
原
官
木
筒
に
次
の
二
例

（
い
ず
れ
も

「飛
鳥
藤
原
宮
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報
」

六
に
よ
る
）
が
見
ら
れ
る
。

１

「＜
日
日
日
日
日
国
大
贄
佐
目
五
十
斤
」

２

「
佐
米
楚
割
」

平
城
官
木
簡
で
は
、
参
河
国
播
豆
郡
の
析
島
の
海
部
と
、
同
じ
く
篠
島
の
海

部
の
御
贄
と
し
て
十
九
点
が
出
土
し
て
い
る
（但
し
、
推
読
に
よ
る
も
の
三
例
を
含

む
）。３

「
参
河
国
播
豆
郡
篠
島
海
部
供
奉
七
月
料
御
贄
参
籠

並
佐
米
」

金
平
城
宮
木
簡
』
一
）



木簡と上代文学

４

「＜
参
河
国
播
豆
郡
析
島
海
部
供
奉
〔酔
鷲
平
十
八
年
十
二
月
料
御
贄
＝

Ｈ
佐
米
肺
六
斤
＜
」
　
　
　
（「平
城
宮
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報
」
四
）

５

「＜
参
河
国
〔酢
叱
郡
析
島
海

マ
供
奉
二
月
祈
御
贄
佐
米
楚
割
六
斤
＜
」

３
平
城
官
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報
」
十
五
）

サ
メ
は
、
上
代
文
学
で
は
、
フ
エ
と
い
う
名
前
で
出
て
来
る
。
フ
エ
は
、
サ

メ
の
異
名
と
も
、
あ
る
い
は
サ
メ
類
の
一
種
で
あ
る
ワ
ニ
ザ
メ
等
を
指
す
と
も

言
わ
れ
て
い
る
。

『
出
雲
風
上
記
』
の
水
産
物
を
記
し
た
部
分
で
は
、
フ
エ
は

島
根
郡
の
入
り
海
の
産
物
と
し
て
、
魁
陣
ヽ
，．鮮
しヽ
須す
受ず
枠
、
か
志し
呂ろ
ヽ
鉾
仲
ヽ

白
魚
な
ど
と
並
ん
で
記
さ
れ
、　
サ
メ
は
島
根
郡
お
よ
び
秋
鹿
郡
の
北
の
海

（日

木
海
）
側
の
産
物
と
し
て
、
志
眺
、
鯰
、
佐
波
な
ど
と
並
ん
で
記
さ
れ
て
い
る
。

フ
ェ
と
サ
メ
と
に
は
、
何
ら
か
の
違
い
が
あ

っ
た
か
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
れ
だ

け
の
資
料
で
は
、
は
っ
き
り
し
な
い
。
あ
る
い
は
、
フ
ニ
の
方
が
人
間
に
身
近

な
存
在
で
、
サ
メ
は
観
念
的
イ
メ
ー
ジ
の
伴
な
わ
な
い
、
距
離
の
あ
る
客
観
的

な
存
在
で
あ

っ
た
か
な
ど
と
も
思
わ
れ
る
。

『
肥
前
風
上
記
』
に
、

「海
神
で
あ
る
フ
エ
が
い
て
、
毎
年
川
を
さ
か
の
ば

っ
て
、　
川
上
の
世
田
姫
と
い
う
石
神
を
訪
れ
る
。　
そ
の
時
に
、　
海
の
小
魚
が

た
く
さ
ん
お
伴
に
従
う
」
云
々
と
い
う
話
が
載

っ
て
い
る
。

『
日
本
書
紀
』
の

「神
代
紀
」
に
も
、
事
代
主
神
が
八
尋
フ
ニ
と
化
し
て
、
女
神
の
も
と
へ
通

っ

た
と
い
う
話
が
出
て
い
る
。

ま
た
、

『古
事
記
』
で
は
、　
海
神
の
娘
で
あ
る
豊
玉
姫
命
が
、　
火
遠
理
命

（山
幸
彦
）
と
の
間
に
で
き
た
子
供
を
産
む
際
に
、
八
尋
フ
エ
に
化
し
た
と
あ
る
。

そ
の
火
遠
理
命
を
、
海
神
の
国
か
ら
送
り
帰
し
た
の
が

一
尋
ワ
ニ
で
あ

っ
た
。

‐
こ
の
よ
う
に
、
海
神
な
い
し
そ
の
一
族
や
使
い
と
し
て
フ
ニ
が
登
場
す
る
。

因
幡
の
白
兎
が
フ
ニ
を
だ
ま
そ
う
と
し
た
話
は
、
あ
ま
り
に
も
知
ら
れ
て
い
る

の
で
省
略
す
る
。

神
話
か
ら
離
れ
る
と
、

『出
雲
風
上
記
』
に
、
六
十
年
前
に
あ

っ
た
こ
と
と

し
て
、
あ
る
少
女
が
海
辺
で
ワ
ニ
に
出
会

っ
て
食
べ
ら
れ
、
そ
の
父
親
が
フ
エ

に
復
讐
し
た
と
い
う
話
が
出
て
い
る
。

「殺
割
者
、
女
子
之

一
匹
屠
出
、
わ
和

な
者
、
殺
割
而
佳
〆串
、
立
二路
之
垂
一也
。」
と
、
リ
ア
ル
に
描
写
さ
れ
て
い
る

部
分
が
あ
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
フ
ニ
と
い
う
動
物
は
、
巨
大
で
強
力
な
、
恐
れ
あ
る
い
は

畏
む
べ
き
海
の
生
き
物
と
し
て
登
場
す
る
。

『
日
本
書
紀
』
で
は

「熊
鰐
」
と

い
う
用
字
を
当
て
て
い
る
が
、
フ
ニ
の
イ
メ
ー
ジ
に
ホ
さ
わ
し
い
文
字
と
し
て

当
て
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の

「
仲
友
紀
」
に
、
天
皇
の
船
の
案
内
人
と

し
て
、

「熊
鰐
」
の
名
前
を
持
つ
巫
者
か
う
の
人
物
が
登
場
す
る
。
「
浚
、
抜
三

取
五
百
枝
賢
木
う
以
立
二
九
尋
船
之
舶
（
而
上
枝
掛
二白
銅
鏡
〔
中
枝
掛
二十
握

剣
〔
下
枝
掛
二
八
尺
壌
う
参
二
迎
子
周
芳
沙
顔
之
浦
」
と
あ
る
。
航
海
の
た
め
の

神
事
を
行
な
う
者
、
つ
ま
り
海
神
を
祭
る
者
で
あ

っ
た
た
め
に
、
フ
エ
と
い
う

名
前
を
当
て
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
な
お
、
『
正
倉
院
文
書
』
の
戸
籍
に
、
「佐

米
売
」

「
佐
目
」
お
よ
び

「和
容
」
が
各

一
名
見
ら
れ
る
。



３
　

「＜
多
□
□
魚
十
五
斤
＜
」

４　ｏ「上↑人緯循鍮潮叫一〕剛
〔
列
力
〕

。
「咽
鮒
範
測
　
　
　
　
〔古
力
〕　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（『藤
原
宮
』）

５
　

「＜
商
多
比
楚
割
二
□
□
」
　
　
　
　
　
　
　
　
（『藤
原
宮
木
簡
』
一σ

６
　

「＜
多
比
楚
割
」
　
　
　
（「飛
蔦
藤
原
宮
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報
」
六
）

７
　

「＜
若
狭
国
遠
敷
郡
舞
鯉
翻
鎖
蝙
＜
」
　
　
　
　
　
（『平
城
宮
木
簡
』
５

８

●
「
＜
鯛
香
鮪

一
籠
」
　
　
　
　
（「平
城
宮
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報
」
四
）

９
　

「多
比
十
三
　
須
く〔酔
杞

．面
酎
疋
　
右
市
〔酎
館
　
　
（

同
十
一　
）

１０
　

「＜
佐
回
郡
草
野
里
鯛
大
贄
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（　
同
十
二
　
）

こ
の
ほ
か
、
次
の

「穣
鯛
」
も
、
あ
る
い
は
鯛
の
類
で
あ
ろ
う
か
。

１１
　

「＜
紀
伊
国
元
漏
郡
進
上
御
贄
醸
鯛
八
升
＜
」
　
（『平
城
宮
木
簡
』
一σ

ま
た
、
次
の

「赤
魚
」
は
、

『古
事
記
』
で

「鯛
」
を

「赤
海
御
魚
」
と
表
記

し
、
『
日
本
書
紀
』
で
鯛
を

「赤
女
」
と
呼
ん
で
い
る
と
こ
ろ
か
ら
考
え
る
と
、

あ
る
い
は
こ
れ
も
綱
を
指
し
て
い
た
か
も
知
れ
な
い
。

「
参
河
国
播
豆
郡
篠
島
海
部
供
奉
正
月
料
御
贄
参
籠
く
捌
淋
鯖
」

金
平
城
宮
木
簡
』
一
）

さ
て
、

『古
事
記
』
で
は
、　
火
遠
理
命

（山
幸
彦
）
の
話
の
中
で
、　
釣
針
の

ウ
ミ
サ
チ
を
飲
み
込
ん
で
い
た
の
が
鯛
で
あ

っ
た
。
漁
夫
が
獲
物
と
し
て
ね
ら

う
魚
の
代
表
が
、
鯛
で
あ

っ
た
か
ら
と
も
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、

『
日
本
書

紀
』

一
書
で
は
、
鯛
に
こ
う
し
た
役
割
を
与
え
る
の
は
か
ん
ば
し
く
な
い
と
思

っ
て
か
、
口
女

（
っ
ま
り
鯰
魚
）
を
登
場
さ
せ
て
、
釣
針
を
飲
み
こ
み
、
火
遠
理

命
を
困
ら
せ
た
役
者
を
、
こ
の
口
女
Ｌ
届
代
わ
り
さ
せ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
明

ら
か
に
後
か
ら
付
加
さ
れ
た
話
と
見
ら
れ
る
。

ほ
か
に
、

「仲
友
紀
」
で
は
ぉ
皇
后
が
食
事
を
し
て
い
た
船
の
そ
ば
に
た
く

さ
ん
の
鯛
が
集
ま
っ
た
。
そ
こ
で
皇
后

（神
功
）
が
、
酒
を
そ
そ
い
だ
と
こ
ろ
、

鯛
が
酔
う
て
浮
ん
だ
の
で
、
海
人
が
そ
れ
を
と
っ
て
喜
び
、

「
聖
王
の
所
賞
落

魚
な
り
」
と
称
え
た
と
い
う
話
が
出
て
い
る
。

『
万
葉
集
』
で
は
、
浦
島
子
の
物
語
り
の
発
端
が
、

「
堅
魚
釣
り
鯛
釣
り
ほ

こ
り
」
七
日
間
も
家
に
帰
ら
ず
、
船
を
漕
ぎ
進
め
た
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

『
肥
前
風
土
記
』
の
松
浦
郡
の
条
に
、
産
物
と
し
て
四
カ
所
に
記
載
さ
れ
て

い
る
。
『
正
倉
院
文
書
』
で
は
、
戸
籍
に

「多
比
床
呂
」
「小
多
比
」
が
、
計
帳

三
、　
タ
　
ヒ

（鯛
）

な
　
き

　

　

あ

つ
も

の

鯛
は
、

『
万
葉
集
』
に

「鯛
願
摩
我
に
な
見
せ
そ
水
葱
の
煮
物
」
（巻
亜
一一八

二
九
）
と
詠
ま
れ
て
い
る
よ
う
に
、　
魚
類
の
中
で
も
最
も
願
わ
れ
る
も
の
と
し

て
、
求
め
ら
れ
賞
味
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
木
筒
で
は
、
藤
原
官
木
筒
に
六
点
、

平
城
官
木
簡
に
四
点
が
得
ら
れ
る
。

１

。
「＜
吉
備
中
国
下
道
評
二
万
部
里
＜
」

。
「＜
多
比
大
贄
　
　
　
　
　
　
　
＜
」
　
（『藤
原
宮
跡
出
土
木
簡
概
報
し

（
　　
画］
　　
）

（
　　
田四
　　
）

<
Π□
比島
と多

曽Ξ
□



木簡と上代文学

に

「
多
比
売
」
「
乎
多
比
売
」
が
、
奴
婢
帳
に

「
多
比
女
」

「
大
鯛
女
」

「
小
鯛

女
」
「
鯛
床
呂
」
「
真
鯛
女
」
が
見
ら
れ
る
。

な
お
、
木
筒
に
、
同
じ
バ
イ
科
の
ク
ロ
ダ
ヒ
、
チ
ヌ
の
例
が
見
ら
れ
る
。

「
＜
黒
多
比
二
」
　
　
　
　
　
（「飛
舟
藤
原
宮
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報
」
六
）

「
二
重
郡
黒
鯛
十
二
日
」
　

　

　

（「平
城
宮
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報
」
十
）

「＜
日
□
評
阿
尼
里
知
奴
大
贄
＜
」
　

　

　

（『藤
原
宮
跡
出
土
木
簡
概
報
し

四
、

ア
　

ユ

（鮎
）

ア
ユ
を
記
し
た
木
筒
は
、
藤
原
官
よ
り
六
点
、
平
城
官
よ
り
十
三
点
、
出
土

し
て
お
り
、
魚
類
と
し
て
は
堅
魚
や
佐
米
と
並
ん
で
多
い
。
う
ち
十
点
を
次
に

引
用
す
る
。

１
　

「＜
上
毛
野
国
車
評
桃
井
里
大
贄
鮎
＜
」

３
藤
原
宮
跡
出
土
木
簡
概
報
し

２
　

「
進
上
年
魚
大
贄
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（『藤
原
官
木
簡
』

５

３
　

「
＜
下
毛
野
国
足
利
郡
波
自
可
里
鮎
大
贄

一
古
参
年
十
月
十
二
日
」

（　
同
　
）

４
　

「
＜
日
国
阿
由
二
斗
姐
×
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

同

）

５
　

「
＜
筑
後
国
生
葉
郡
煮
塩
年
魚
鼻
斗
弐
升
霊
亀
一軍
＜
」
金
平
城
官
木
簡
』
二
）

〔隻
力
〕

６
　
×
□
　
煮
塩
鮎
十
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（一
同

）

〔鮨
力
〕

７
　
×
□
□
鮎
十
隻
　
右

×
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

同

）

８
　

「
左
衛
士
府
　
年
魚
御
贄
五
十
三
斜
」

ヽ
　

調
Ｈ
ＩＩ
回
」

令
平
城
宮
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報
」
十
一
）

９
　

「年
魚
陥
員
五
×
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（　
同
十
二
　
）

１０
　

「＜
年
魚
鮨
　
殿
＜
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

同
　
）

右
の
例
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、付
札
だ
け
で
は
な
く
文
書
木
簡
も
少
な
く
な
い
。

ち
な
み
に
、
８
の
例
で
は
木
筒
の
裏
面
は
、

「
天
平
十
九
年
」
と
書
か
れ
て
い

る
が
、
そ
の
上
、
右
、
下
に
そ
れ
ぞ
れ
別
筆
で

「荻
受
」

「数
」

「□
受
」
と

書
き
込
み
が
あ
り
、
あ
る
い
は
品
物
の
受
渡
し
な
ど
の
際
に
、
数
量
の
チ
ェ
ッ

ク
を
行
な
っ
た
も
の
か
と
思
わ
れ
る
。

上
代
文
献
に
、
鮎
は
多
く
現
れ
る
。

『古
事
記
』
で
は

「仲
哀
記
」
に
、
神

功
皇
后
が
筑
紫
の
松
浦
県
で
、
裳
の
糸
を
抜
き
取
り
、
飯
粗
を
餌
と
し
て
河
の

年
魚
を
釣

っ
た
と
い
う
伝
説
が
出
て
お
り
、

『
日
本
書
紀
』

『
肥
前
風
上
記
』

に
も
、
類
似
の
話
が
あ
る
。
こ
れ
か
ら
、
松
浦
河
は
女
が
鮎
を
釣
る
所
と
し
て

有
名
で
、

『万
葉
集
』
巻
五
に
も
、
松
浦
河
の
鮎
を
釣
る
娘
た
ち
を
歌

っ
た
作

品
十

一
首
が
、
旅
人
と
娘
た
ち
と
の
相
聞
に
後
人
の
追
和
を
加
え
た
連
作
の
構

成
を
と

っ
て
記
さ
れ
て
い
る
。

松
浦
河
か
は
の
せ
光
り
鮎
釣
る
と
立
た
せ
る
妹
が
裳
の
す
そ
濡
れ
漁
（
八
五
五
）

春
さ
れ
ば
我
家
の
里
の
河
門
に
は
鮎
子
さ
走
る
君
待
ち
が
て
に

（
八
五
九
）

い
ず
れ
も
、
空
想
に
よ
る
浪
漫
的
な
作
品
と
思
わ
れ
る
。
つ
づ
い
て
、
憶
良
の

松
浦
佐
欲
比
売
や
多
良
志
比
売

（神
功
皇
后
）
の
伝
説
に
題
材
を
求
め
た
作
品
も



記
さ
れ
て
い
る
。

鮎
に
つ
い
て
の
伝
説
と
し
て
は
、
ほ
か
に

『播
磨
風
土
記
』
に
、
埋
葬
の
た

め
に
遺
骸
を
運
ん
で
ゆ
く
途
中
で
、川
に
そ
の
遺
骸
を
流
し
失

っ
て
し
ま
っ
た
。

そ
の
た
め
、
そ
れ
か
ら
は
そ
の
川
（印
南
川
）
の
年
魚
は
、
御
贄
に
た
て
ま
つ
ら

な
い
、
と
の
伝
承
が
お
さ
め
ら
れ
て
い
る
。

『風
土
記
』
の
水
産
物
記
載
部
分
で
は
、
魚
類
の
中
で
は
鮎
が
最
も
多
く
記

さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は

『
出
雲
風
上
記
』
に
二
十

一
カ
所
も
記
さ
れ
て
い
る

こ
と
に
よ
る
。
ほ
か
に
、
「年
魚
生
摩
。　
有
味
し
。」
（『播
磨
風
上
記
』
餅
磨
郡
）
、

「年
魚
、
多
に
あ
り
。」

（『豊
後
風
上
記
』
日
田
郡
、
速
見
郡
）
、
「年
魚
あ
り
。」

Ｇ
肥
前
風
土
記
』
神
埼
郡
、
小
城
郡
）
、
「
多
く
年
魚
を
取
る
。　
大
き
さ
腕

の
如

し
。」
（『常
陸
風
上
記
』
久
慈
郡
）
な
ど
の
例
が
見
ら
れ
る
。
『
出
雲
風
上
記
』
で

は
、

「
則
ち
、
年
魚
、
鮭
、
床
須
、
伊
具
比
、
紡
、
鰻
等
の
類
あ
り
て
、
渾
満

に
雙
び
泳
げ
り
。」

（出
雲
郡
）
と
あ

っ
て
、
古
代
の
自
然
の
幸
に
め
ぐ
ま
れ
た

河
川
の
様
が
し
の
ば
れ
る
。
な
お
、
他
の
河
魚
と
並
記
さ
れ
る
場
合
は
、
ア
ユ

・
サ
ケ
。
マ
ス
・
イ
グ
ヒ
の
順
に
並
ん
で
い
て
、
ア
ユ
が
最
も
重
視
さ
れ
た
で

あ
ろ
う
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

貴
族
た
ち
に
は
、
鮎
の
産
地
と
し
て
は
ま
ず
吉
野
が
思
い
浮
か
べ
ら
れ
た
よ

う
で
、
大
学
府
に
い
た
こ
ろ
の
大
伴
旅
人
に
、
次
の
作
品
が
あ
る
。

隼
人
の
瀬
門
の
磐
も
年
魚
走
る
吉
野
の
瀧
に
な
ほ
及
か
ず
け
り
（巻
６
九
八
〇
）

吉
野
の
鮎
に
つ
い
て
は
、

『
日
本
書
紀
』
の

「応
神
紀
」
十
九
年
の
条
に
、

吉
野
の
官
に
こ
の
年
、
国
榛
が
酒
を
献
上
し
た
と
あ
り
、
こ
れ
以
降
、
土
毛
と

し
て

「
栗
、
菌
」
及
び

「年
魚
」
の
類
を
た
て
ま
つ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
さ
れ

て
い
る
。

「
天
智
紀
」
で
は
、
次
の
歌
謡
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

み
吉
野
の
吉
野
の
鮎
、
鮎
こ
そ
は
島
辺
も
良
き
、
え
苦
し
ゑ
、
水
葱
の
も

と
芹
の
も
と
、
我
は
苦
し
ゑ

『
万
葉
集
』
に
は
身
近
か
な
風
物
と
し
て
、
鵜
養
の
情
景
が
歌
に
詠
み
こ
ま

れ
て
い
る
。

こ
も
り
く
の
長
谷
の
川
の
、
上
つ
瀬
に
鵜
を
や
つ
か
づ
け
、
下
つ
瀬
に
鵜

を
や
つ
か
づ
け
、
上
つ
瀬
の
年
魚
を
食
は
し
め
、
下
つ
瀬
の
鮎
を
食
は
し

め
、
麗
し
妹
に
鮎
を
惜
し
み
、
投
ぐ
る
さ
の
遠
ざ
か
り
ゐ
て
…
…

（巻
１３
一≡
≡
二
〇
）

…
…
鮎
走
る
夏
の
さ
か
り
と
、
島
つ
蔦
鵜
養
が
伴
は
、
行
く
河
の
清
き
瀬

ご
と
に
、
籍
さ
し
な
づ
さ
ひ
の
ば
る
…
…

（巻
耳
四
〇
一
一　
大
伴
家
持
）

家
持
の
作
品
は
越
中
の
風
物
を
詠
ん
だ
も
の
で
あ
る
が
、
彼
に
は

「潜
騰
歌
」

（巻
１９
四
一
五
六
？
四
一
五
八
）
に
、
類
似
の
内
容
の
部
分
が
あ
る
。

『
大
日
本
古

文
書
』
巻
五
の
、
天
平
宝
字
六
年
七
月
十
九
日
の
阿
刀
宇
治
床
呂
解
の
追
記
部

分
に
、
「依
二
比
日
之
間
川
水
甚
太
い
此
河
鵜
甘
不
／
住
、
又
不
レ
作
二網
代
と

云

々
と
あ

っ
て
、鮎
を
鵜
や
網
代
を
使

つ
て
獲

っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。

人
名
で
は
、
『古
事
記
』
に

「
遠
津
年
魚
目
く
微
比
売
」
奮
本神
記
）
が
見
え
、

『
正
倉
院
文
書
』
の
戸
籍

・
計
帳
に

「古
阿
由
売
」

０
一例
）
「
阿
由
売
」

（
二

例
）

「
阿
由
提
売
」
０
一例
）
あ
り
、
い
ず
れ
も
女
性
名
で
あ
る
。
ア
ユ
は
河
魚
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と
し
て
は
、
上
代
文
献
に
最
も
多
く
現
わ
れ
、
そ
れ
だ
け
に
特
別
に
賞
味
さ
れ

た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
知
ら
れ
よ
う
。

五
、　
フ
　
ナ

（鮒
）

「鯛
」
や

「鮎
」
は
現
在
も
賞
味
さ
れ
て
い
る
が
、

「鮫
」
や

「鮒
」
は
当

今
は
、　
一
般
的
な
食
物
と
は
考
え
ら
れ
な
く
な
っ
て
い
る
。
そ
の
鮒
は
、
木
簡

で
は
十
二
点
の
多
数
が
得
ら
れ
る
。

１
　

「＜
旦
波
国
竹
野
評
鳥
取
里
大
贄
布
奈
＜
」
　
　
（『藤
原
宮
木
簡
』
一し

２
　
「＜
紳
陥
」
　
　
　
　
　
（「飛
鳥
藤
原
官
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報
」
五
）

３
　

「＜
武
蔵
国
男
会
郡
川
面
郷
大
贄

一
斗
鮒
背
割
天
平
十
八
年
十

一
月
＜
」

金
平
城
宮
木
簡
一
し

４
　

「鮒
汁
隻
」

５
　

「＜
鮒
＜
」

６
　
「
進
出
　
鰈
押
離
叶
二
日
右
二
種
物
進
納
」

７
　

「＜
越
中
国
利
波
郡
川
上
里
鮒
雑
」
３
平
城
宮
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報
」
六
）

８
　
×
大
村
里
大
贄
布
奈
萱
籠
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

同
　
）

９
　

「
＜
穴
臣
千
鳥
調
鮒
四
斗
三
升
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

同
　
）

１０
　

「
＜
鮒
四
斗
六
升
　
一三
□

×
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

同
　
）

１１
　

「
味
塩
鮒
廿
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（　
同
十
二
　
）

‐２
　
＜
鯉
鮒
弄
納
家
謄
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（一　
同
十
二
　
）

「賦
役
令
」
で
は
貢
進
物
中
に
、
鮒
だ
け
が

「
近
江
鮒
」
と
し
て
、
産
地
の

名
を
付
し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
。
関
根
真
隆
氏
は
こ
れ
た
、
「
琵
琶
湖
の
フ
ナ
、

即
ち
今
日
に
い
う
源
五
郎
ブ
ナ
」
と
推
定
し
て
お
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
で
、
先
に

ア
ユ
の
条
で
引
用
し
た
天
智
十
年
の
、

「
み
吉
野
の
吉
野
の
鮎
」
で
あ
る
が
、

当
時
の
人
が

『
日
本
書
紀
』
に
所
収
さ
れ
て
い
る
あ
の
歌
謡
を
見
た
場
合
、
ま

ず

「
近
江
鮒
」
を

「
我
は
苦
し
ゑ
」
の
主
人
公
と
し
て
澪
い
浮
か
べ
た
の
で
は

律

な
か
ろ
う
か
。
こ
の
歌
謡
中
の

「
我
」
に
つ
い
て
は
諸
説
が
あ
る
が
、
こ
れ
は

天
智
死
後
の
皇
位
継
承
を
諷
し
た
童
謡
で
あ
り
、
壬
申
の
乱
の
前
が
れ
と
し
て

使
わ
れ
て
い
る
。
民
謡
の
場
で
歌
わ
れ
た
場
合
は
と
も
か
く
、
物
語
り
の
中
で

は
、
島
辺
に
泳
ぐ
吉
野
の
鮎
は
天
武
を
表
象
し
、
そ
れ
に
対
し
て
苦
し
む
我
は
、

水
葱
や
芹
の
生
え
る
よ
ど
み
で
苦
し
ん
で
い
る
魚
、
す
な
わ
ち

「鮒
」、
す
な

わ
ち

「
近
江
鮒
」
、
す
な
わ
ち
近
江
朝
の
大
友
皇
子
を
連
想
さ
せ
た
で
あ
る
う
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
別
稿
で
詳
し
く
論
じ
た
い
。

『古
事
記
』
に
鯛
を

「赤
海
御
魚
」
と
表
記
し
、

『
日
本
書
紀
』
に

「海
鰤

魚
」

（略
し
て
御
魚
と
も
）
と
書
い
て
あ
る
の
は
、
古
代
の
人
に
は
鯛
と
鮒
と
は

形
が
似
て
い
る
よ
う
に
思
え
た
か
ら
で
あ
ろ
う
か
。
『
万
葉
集
』
巻
四
に
、
「高

安
王
裏
鮒
贈
二
娘
子
一歌

一
首
」
が
あ
る
。

奥
辺
行
き
辺
に
行
き
い
ま
や
妹
が
た
め
わ
が
漁
れ
る
藻
臥
し
束
鮒（一ハ
一一言一）

東
光
治
氏
は
、
こ
の

「
つ
か
か
な
」
を
、
手
づ
か
み
に
し
た
鮒
の
意
と
解
さ
れ
、

（
　　
画円
　　
）

金
平
城
宮
木
簡
』
二
）

３
平
城
宮
木
簡
』
三
）



こ
の
フ
ナ
は
よ
ほ
ど
大
形
の
も
の
で
あ

っ
た
ろ
う
と
さ
れ
て
い
る
。

『
正
倉
院
文
書
』
で
は
、　
天
平
宝
字
中
の

「車
持
果
安
解
」

翁
大
日
本
古
文

圭
屋
巻
二
十
五
　
一一一五
〇
頁
）
に
、
　
‐
「
日
□
鮒
貢

一
貫
百
文
」
が
あ
る
。　
ほ
か
に
、

ま
と
ま
っ
た
も
の
と
し
て
、

「
下
道
主
難
物
進
上
啓
案
」
ら
大
日
本
古
文
書
』
巻

十
五
　
一二
七
四
―
三
七
五
頁
）
が
見
ら
れ
る
。

謹
啓
進
上
温
船
宣
隻
　
松
騨
材
　
蕨
武
升
　
鮒

右
物
等
、
雖
乏
妊
於
時
拗
犀
所
好
、
乞
鋤
趣
、

歩
籍
・禦
鱒
謬
鍵
銑
請

恩

之

一
道
主
蒙
彼
沢
今
間
安
平
日
得
如
常
、
又
聞
、

跡
鞠
げ
嬢
之
者
、
何
悦
如
之
、
但
以
今
月
】
下
旬
．

逸
蝉
鱗
〓

天
平
宝
字
六
年
二
月
六
日
の
右
の
書
状
は
、
草
案
で
あ
り
、
推
敲
中
の
も
の
で

あ
る
た
め
、
消
し
た
り
書
き
加
え
た
り
し
て
い
て
判
読
し
に
く
く
、
鮒
に
関
す

る
部
分
だ
け
を
抜
き
出
し
て
、
あ
と
は
省
略
し
た
。
鮒
が
し
ば
し
ば
徴
せ
ら
れ

る
が
求
め
が
た
い
こ
と
を
弁
明
す
る
も
の
か
と
思
わ
れ
る
。

『古
事
記
』
な
ど

の
伝
承
に
は
見
当
ら
な
い
の
は
、
あ
ま
り
に
も
あ
り
摩
れ
た
魚
で
あ

っ
た
た
め

で
あ
ろ
う
か
。
た
だ
、

『播
磨
風
土
記
』
賀
毛
郡
に
、
花
浪
の
神
の
妻
で
あ
る

淡
海
の
神
が
、
夫
を
追
い
か
け
て
追
い
つ
け
ず
、
う
ら
ん
で
み
ず
か
ら
刀
で
腹

を
さ
き
、
沼
に
没
し
た
と
い
う

「腹
辟
の
沼
」
の
地
名
伝
承
が
あ
り
、
そ
の
た

め
、
こ
の
沼
の
鮒
は
は
ら
わ
た
を
欠
く
と
説
か
れ
て
い
る
。

水
産
物
と
し
て
は
、
次
の
よ
う
な
記
載
が
見
ら
れ
る
。

河
鮒
の
類
、
悉
に
記
す
べ
か
ら
ず
　
　
　
　
　
　
（『常
陸
風
土
記
』
行
方
郡
）

鮒
鯉
、
多
に
住
め
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（　
同
　
香
島
郡
）

鮒
あ
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（『出
雲
風
上
記
』
島
根
郡
そ
の
他
）

鴛
駕
、
見
、
鴨
、
鮒
あ
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（　
同
　
秋
鹿
郡
）

鮒
、
須
我
毛
あ
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（　
同
　
島
根
郡
）

六
、　
ア
ハ
ビ

（縮
し

腹
を
記
載
し
た
木
簡
は
、
す
で
に
三
十
点
を
越
え
る
の
で
、
そ
の
う
ち
十
点

だ
け
を
引
用
す
る
。

１
　

電

酢
絶
十
一「瑚

〕
　

　

　

　

　

（『藤
原
官
跡
出
土
木
簡
概
報
し

２
　

「＜
生
鰻
廿
孔
＜
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（『藤
原
宮
し

３
　

「＜
加
岐
鰻
」
　
　
　
　
（「飛
鳥
藤
原
宮
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報
」
五
）

４
　
×
日
□

一
古
夏
絶

一
古
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

同
六
　
）

５
　

「＜
上
総
国
安
房
郡
白
浜
郷
戸
主
日
下
部
床
万
呂
戸
白
髪
郡
島
輸
鰻
＝

＝
調
陸
斤
鯵
聡
粽
七
年
十
月
＜
」　
　
　
　
　
　
　
　
（『平
城
宮
木
簡
』
５
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7   6

「＜
上
総
国
阿
幡
郡
鰻
□
耳
放
二
編
三
列
□
×

８
　

「萩
甲
扇
交
作
絶

一
蝙
」
　
　
（「平
城
宮
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報
」
五
）

９
　

「＜
薄
鰻
汁
七
斤
五
編
＜
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

同
　
）

１０
　

「＜
獄
割
絶
六
斤
＜
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

同
十
四
　
）

木
衝
で
は
、

「酢
絶
」

「
長
絶
」

「
生
鰻
」

「
加
岐
鮫
」

「夏
絶
」

「薄
絶
」

「御
取
絶
」

「
玉
貫
絶
」

「蒸
絶
」

「割
鰻
」
な
ど
と
し
て
書
か
れ
て
い
る
。

よ
ぐ
食
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

『風
土
記
』
で
は
、
水
産
物
と
し
て

次
の
例
が
記
さ
れ
て
い
る
。

石
決
男
、
棘
甲
鼠
、
魚
貝
等
の
類
、
甚
多
し
。　
３
常
陸
風
上
記
』
久
慈
郡
）

志
脱
、
鯖
、
沙
魚
、
烏
賊
、
蠣
暗
、
絶
魚
、
螺
、
蛤
貝

Ｑ
出
雲
風
土
記
』
島
根
郡
ほ
か
）

絶
、
螺
、
鯛
、
海
藻
、
海
松
等
あ
り
。
　

（『肥
前
風
土
記
』
松
浦
郡
ほ
か
）

『
肥
前
風
土
記
』
で
は
、
土
蜘
蛛
が
御
贄
と
し
て
天
皇
に
、
「
長
咆
、
鞭
咆
、

短
咆
、
陰
地
、
羽
割
地
」
な
ど
を
作

っ
て
献
上
し
た
話
が
出
て
い
る
。

な
お
、
天
平
七
年
左
京
職
符
に
鰻
が
見
ら
れ
る
。

職
符
　
東
市
司

奉
神
幣
畠
五
色
絶
各

一
丈

布
参
端
　
鰻

一
連
　
堅
魚

一
連
　
海
藻

一
連
　
塩

一
尻
　
折
横

一
口

右
件
之
物
等
、
以
利
銭
買
、
限
今
日
内
進
上
職
家
、
符
到
奉
行
、

大
進
大
津
連
松
人

（
　　［円
　　
）

（
　　［］
一
一　
　
）

「
＜
長
絶
萱
籠
納
参
拾
漆
條
�
条．一承
靴
啄
寸
＜
」

〔調
力
〕

少
属
衣
縫
連
人
君

天
平
七
年
□
□
月
九
日

翁
大
日
本
古
文
書
』
巻
一　
一ハ
四
一
頁
）

『万
棄
集
』
で
は
、
巻
三
の
詞
書
に

「乾
鰻
」
が
見
ら
れ
る
。

或
娘
子
等
贈
二
裏
乾
絶
（
戯
請
二通
観
僧
之
児
願
一時
、
通
観
作
歌

一
首

わ
た
つ
み
の
奥
に
持
ち
行
き
て
放
つ
と
も
う
れ
む
ぞ
此
が
よ
み
が

へ
り
な

む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（三
二
七
）

ま
た
、
次
の
よ
う
に
、
鰻
を
獲
る
漁
夫
が
詠
み
こ
ま
れ
て
い
る
作
品
も
あ
る
。

伊
勢
の
白
水
郎
の
朝
な
夕
な
に
潜
く
と
か
鰻
の
貝
の
独
念
に
し
て

（巻
１１
二
七
九
八
）

し
か
し
、
上
代
文
学
で
は
ア
ハ
ビ
は
、
食
用
と
し
て
よ
り
、
そ
こ
か
ら
取
れ

る
白
玉
が
題
材
と
な
っ
て
い
る
。

『
日
本
書
紀
』
の

「允
恭
紀
」
十
四
年
に
、

天
皇
が
淡
路
島
に
猟
を
し
た
と
こ
ろ
、
獲
物
が
少
し
も
と
れ
な
い
。
占
い
に
よ

っ
て
、
赤
石

（明
石
）
の
海
の
底
に
あ
る
真
珠
を
島
の
神
に
供
え
れ
ば
よ
い
こ

と
が
わ
か
り
、　
一
人
の
海
人
が
海
底
に
も
ぐ
り
、
大
鰻
を
持

っ
て
浮
か
び
出
た

が
、
彼
は
息
絶
え
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
大
鰻
を
割
く
と
、
真
珠
が
そ
の
中
に
あ

り
、
そ
れ
を
島
の
神
に
供
え
て
、
多
く
の
獲
物
を
得
た
、
と
い
う
話
が
あ
る
。

ま
た
、

「武
烈
天
皇
即
位
前
紀
」
の
影
媛
の
悲
恋
物
語
り
の
中
に
、
太
子
が

影
媛
に
贈

っ
た
と
さ
れ
る
次
の
歌
謡
が
見
ら
れ
る
。

琴
頭
に
来
居
る
影
媛
　
玉
な
ら
ば
我
が
欲
る
玉
の
優
白
珠

こ
れ
は
、
影
媛
を
鰻
白
珠
に
た
と
え
た
も
の
で
あ
る
。
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『
万
棄
集
』
の
山
辺
赤
人
の
作
に
次
の
も
の
が
あ
り
、
淡
路
の
海
人
の
鰻
玉

を
獲
る
様
子
が
詠
ま
れ
て
い
る
。

…
…
淡
路
の
野
島
の
海
子
の
海
の
底
、
奥
つ
い
く
り
に
鰻
玉
さ
は
に
潜
き

出
、
船
並
め
て
仕

へ
奉
る
し
貴
し
見
れ
ば
　
　
　
　
　
　
（巻
６
九
≡
ё

大
伴
家
持
に
も
、
「
為
レ贈
二京
家
・願
二真
珠
・歌

一
首
」
と
し
て

「
珠
洲
の
あ
ま

の
奥
つ
み
神
に
い
渡
り
て
潜
き
と
る
と
い
患
鰻
玉
…
…
」

（巻
１８
四
一
〇
３

と

あ
る
。
東
光
治
氏
は
、
ア
ハ
ビ
真
珠
は
当
時
は
最
も
尊
重
さ
れ
、
鰻
珠
が
真
珠

の
別
名
と
も
な
っ
て
い
た
と
書
か
れ
て
い
私
。
白
珠
は

『
万
葉
集
』
に
も
い
く

つ
も
詠
ま
れ
て
お
り
、
恋
人
へ
の
贈
り
物
と
し
て
望
ま
れ
、
あ
る
い
は
恋
人
の

面
影
を
し
の
が
よ
す
が
と
さ
れ
た
り
す
る
が
、

「恋
忘
貝
」
な
ど
と
同
様
、
美

的
言
語
感
覚
で
と
ら
え
ら
れ
た
、
い
さ
さ
か
観
念
的
、
浪
漫
的
な
素
材
と
な
っ

て
い
る
。
和
歌
木
簡
に
も

「
玉
小
有
波
手
ホ
床
伎
母
知
而
□
□
…
…

（玉
に
あ

ら
ば
手
に
巻
き
持
ち
て
）
」
３
平
城
官
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報
」
六
）
が
あ
る
が
、

類
似
の
表
現
は

『万
美
集
』
に
も
多
く
、

『神
楽
歌
』
に
も

「大
官
の
少
さ
小

舎
人
や
、
手
手
に
や
は
、
手
手
に
や
は
、
玉
な
ら
ば
手
手
に
や
は
」

「
玉
な
ら

ば
昼
は
手
に
取
り
や
、
夜
は
さ
寝
め
、
手
手
に
や
、
夜
は
さ
寝
手
手
に
や
」
等

と
あ
り
、
民
謡
と
し
て
も
歌
わ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
よ
う
。

七
、

フ
カ
メ

・
メ

魚
介
類
が

『
正
倉
院
文
書
』
に
き
わ
め
て
乏
し
い
の
に
対
し
、
海
藻
類
は
豊

富
で
あ
る
。
食
物
の
請
求
や
支
給
に
関
す
る
文
書
、
あ
る
い
は
買
物
帳
な
ど
に

米
や
塩
な
ど
と
並
ん
で
多
数
見
ら
れ
る
。
次
の
例
は
コ
モ
を
雑
色
人
等
の
菜
料

と
し
て
送

っ
た
際
の
書
状
で
あ
る
。

符
　
写
経
所

古
毛
二
荷
四
古

右
、
彼
所
雑
色
人
等
菜
料
、
送
遺
如
件
、
故
符
、

池
原
公

「禾
守
」

十
二
月
十

一
日

３
大
日
本
古
文
書
』
巻
十
四
　
四
四
九
―
四
五
〇
頁
）

さ
て
、
海
藻
類
の
中
で
も
、

「海
藻
」
は
、
次
の
天
平
六
年
五
月

一
日

の

「造
仏
所
作
物
帳
」
Ｑ
大
日
本
古
文
書
』
巻
一　
五
六
五
ど
五
六
六
頁
）
を
始
め
と

し
て
、

『
正
倉
院
文
書
』
中
に
お
び
た
だ
し
く
見
ら
れ
る
。

海
藻
七
百
八
十
二
連

未
滑
海
藻
十
八
斜

布
能
利
八
斗
六
升

母
豆
久
六
斗

古
母
二
餅
八
斗

伊
伎
須
十
三
斜

『
正
倉
院
文
書
』
に
海
藻
類
の
記
載
が
多
い
わ
け
は
、
ま
ず
当
時
は
、
多
量

に
海
藻
類
が
食
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
た
と
え
ば
天
平
宝
字
二
年
九
月

の
写
経
食
料
薙
物
納
帳

（『大
日
本
古
文
垂
屋
巻
四
　
一〓
一七
ぞ
三
一三
ハ
頁
）
な
ど
で
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知
ら
れ
る
よ
う
に
、
食
料
と
し
て
、
穀
類
や
塩
、
調
味
料
、
疏
菜
な
ど
と
と
も

に
、
海
藻
類
が
常
時
、
写
経
所
に
納
入
さ
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
木
簡
で
は
請
求
文
書
等
に
も
、
魚
類
の
名
前
が
少
な
く
な
い
の

に
、
『
正
倉
院
文
書
』
に
そ
れ
が
全
く
と
い
っ
て
い
い
ほ
ど
見
ら
れ
な
い
の
は
、

そ
の
ほ
と
ん
ど
が
寺
院
関
係
の
文
書
で
あ
る
こ
と
が
第

一
の
理
由
で
あ
ろ
う
。

寺
院
で
は
、
言
う
ま
で
も
な
い
こ
と
だ
が
、
動
物
性
食
料
の
請
求
は
、
ま
ず
考

え
ら
れ
な
い
わ
け
で
あ
る
。
木
衛
は
、

『
正
倉
院
文
書
』
の
こ
う
し
た
片
寄
り

を
補
正
す
る
有
力
な
資
料
と
も
な
る
わ
け
で
あ
る
。

さ
て
、

「賦
役
令
」
で
は
海
藻
類

一
般
を

「雑
海
菜
」

（
ク
サ
グ
サ
の
モ
ハ
と

訓
む
の
で
あ
ろ
う
か
）
と
記
し
、

「海
藻
」
（
メ
）
は
そ
れ
と
は
区
別
し
て
あ
る
。

関
根
真
隆
氏
に
よ
る
と
、
メ
・
ニ
ギ
メ
は
フ
カ
メ
の
別
名
と
い
う
。

木
簡
で
は
、
メ
は
四
十
点
を
荻
え
、
ニ
ギ
メ
四
点
、
フ
カ
メ
ニ
点
を
数
え
る
。

ナ
デ
メ
、
ヒ
ロ
メ
、
ホ
ソ
メ
な
ど
も
、
こ
れ
に
近
縁
の
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
次

に
十
点
だ
け
引
用
し
て
お
く
。

１
　

「＜
海
評
三
家
里
騨
価
部
日
佐
良
□
＜
」
　

（『藤
原
官
跡
出
土
木
簡
概
報
し

２
　

「日
□
里
人
大
伴

マ
知
真
利
示
支
軍
布
廿
斤
」
　
　
　
　
　
（

同
　
）

３
　
×□
国〔即
舛
郡
氷
□
海
藻
×３飛
鳥
藤
原
宮
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報
」
六
）

４
　

「＜
常
陸
国
那
賀
郡
須
□
埼
所
生
若
海
藻
＜
」
　

（『平
城
宮
木
簡
』
３

５
　

「
＜
長
門
国
豊
浦
郡
都
濃
島
所
出
褥
海
藻
天
平
十
八
笙
一万
廿
九
日
＜
」

６　
×剛醐触理却脚神
亀
五年
＜
」

（
　　白円
　　）

（
　　
画四
一
一　
　
）

７
　

「＜
困
播
国
進
酢
海
藻
御
贄
三
斗
二
升
」
　
　
　
　
　
　
（　
同
二
　
）

〔斤
力
〕

８
　

「
嶋
国
嶋
郡
魚
切
里
御
調
海
藻
廿
□
」

３
平
城
官
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報
」
十
二
）

９
　
「妙酬
一請
跡効郷
一枯
離瀞
一紺
細杢
貢
右
七
種
」
　
　
（
同
）

１０
　

「
内
膳
司
牒
小
子
部
門
司
艶
魚一革
古

離
酔
一酪
」

３
平
城
宮
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報
」
十
五
）

さ
て
、
海
藻
類
は
も
の
の
性
質
上
、
説
話
の
題
材
に
は
な
り
に
く
い
。

『風

土
記
』
に
地
名
伝
説
の
中
で
、
天
皇
が
巡
行
の
際
に
見
て
、
そ
れ
が
地
名
の
起

こ
り
に
な
っ
た
と
し
て
出
て
く
る
く
ら
い
の
も
の
で
あ
る
。

「能
理
波
床
村
」

Ｇ
常
陸
風
上
記
』
信
太
郡
）
の
海
苔
、

「藻
島
駅
家
」

（同
、
多
珂
郡
）
の
海
藻
、

「最
勝
海
藻
門
」

（巨
ュ後
風
上
記
』
海
辺
郡
）
の

「最
勝
海
藻
」
、

「米
多
郡
」

Ｑ
肥
前
風
上
記
』
神
埼
郡
）
の

「海
藻
」
が
そ
れ
で
あ
る
。　
た
だ
し
水
産
物
の
記

載
の
中
に
は
、
海
藻
類
も
多
い
。

『
出
雲
風
上
記
』
で
は
、
メ
だ
け
で
も
二
十

三
カ
所
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。

『
肥
前
風
土
記
』
で
は
、

「地
、
螺
、
鯛
、
雑

魚
、
及
、
海
藻
、
海
松
、
多
し
」
（松
浦
郡
）
な
ど
と
記
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、

「海

藻
早
く
生
摩
。
以
ち
て
貢
上
に
擬
つ
」
（高
来
郡
）
と
記
さ
れ
て
い
る
例
が
あ
る
。

『
万
葉
集
』
に
は
海
藻
類
は
多
く
見
ら
れ
る
が
、
現
れ
か
た
が
木
筒
や

『風

上
記
』
な
ど
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
『
万
葉
集
総
索
引
』
を
も
と
に
荻
え
る
と
、

玉
藻
が
五
十
九
カ
所

（枕
詞
を
含
む
）
に
、
奥
つ
藻
が
九
カ
所
、
辺
つ
藻
が

一
カ

所
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
メ
は
一
カ
所
、
フ
カ
メ
は
ニ
カ
所
、
ミ
ル
が
ニ
カ

所
、
フ
カ
ミ
ル
八
カ
所
、　
マ
タ
ミ
ル
三
カ
所
、
ナ
ノ
リ
ソ
十
六
カ
所
、
ナ
ハ
ノ



り
五
カ
所
等
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

『
正
倉
院
文
書
』
な
ど
で
は
、
具
体
的
な
種

類
名
を
記
す
下
位
概
念
語
の

「海
藻
」
「
滑
海
藻
」
な
ど
が
現
れ
る
の
に
対
し
、

『
万
葉
集
』
で
は
総
称
と
し
て
の
上
位
概
念
語
の
モ
が
、
美
称
の
タ
マ
を
伴
な

っ
て
タ
マ
モ

（川
藻
を
指
す
場
合
も
あ
る
）
と
し
て
現
れ
る
こ
と
が
多
い
。　
藤
原

官
木
衛
に
二
点
が
得
ら
れ
る

「奈
乃
利
毛
」
は
、

『
正
倉
院
文
書
』
に
も
見
ら

れ
な
い
が
、
こ
れ
が

『
万
葉
集
』
に
十
六
カ
所
も
出
て
く
る
の
は
、
物
品
そ
の

も
の
よ
り
も
、
物
品
を
離
れ
て
そ
れ
を
指
す
名
称
そ
の
も
の
の
面
白
さ
に
よ
ろ

う
。
フ
カ
ミ
ル
な
ど
に
も
同
様
の
こ
と
が
言
え
よ
う
。
恋
忘
只
の
場
合
の
よ
う

に
、
海
藻
類
も
言
語
芸
術
に
特
有
の
、
観
念
的
素
材
と
し
て
使
わ
れ
る
傾
向
が

あ
る
と
言
え
よ
う
。

も
っ
と
も
、

「紀
女
郎
裏
物
贈
友
歌

一
首
」
に

「風
高
く
辺
に
は
吹
け
ど
も

妹
が
た
め
袖
さ
へ
濡
れ
て
刈
れ
る
玉
藻
ぞ
」
（巻
４
七
八
一し

と
あ
り
、
丹
比
真

人
の
作
に

「難
波
が
た
潮
千
に
出
で
て
玉
藻
刈
る
海
未
通
女
ど
も
汝
が
名
告
ら

さ
ね
」

（巻
９
一
七
一一一０

と
あ
る
よ
う
に
、
貴
族
の
女
た
ち
が
実
際
に
藻
を
採

取
し
た
り
、
貴
族
の
男
た
ち
が
旅
先
で
藻
を
刈
る
海
女
た
ち
を
見
た
り
す
る
こ

と
も
、
珍
し
く
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
柿
本
人
床
呂
に

「
玉
藻
な
す
寄
り
寝
し
妹
を
」
（巻
２
〓
一〓
）、
「
沖

つ
藻
の
靡
き
し
妹
は
」

（巻
２
二
〇
七
）
な
ど
と
あ
る
よ
う
に
、
海
藻
は
う
ら
若

い
女
性
の
イ
メ
ー
ジ
に
か
さ
わ
し
い
も
の
で
、

『
正
倉
院
文
書
』
に
も

「
軍
布

売
」

「細
米
売
」

「広
米
売
」

「小
伎
米
売
」

「
阿
良
米
売
」
な
ど
と
、
女
性

名
に
藻
の
名
称
が
使
わ
れ
て
い
る
例
が
見
ら
れ
る
。
巻
２
一
九
四
の

「
玉
藻
な

す
か
寄
り
か
く
寄
り
靡
か
ひ
し
つ
ま
の
命
の
た
た
な
づ
く
柔
膚

す

ら
を
」

の

「
つ
ま
」
に
つ
い
て
、
こ
れ
を

「夫
」
と
す
る
説
と

「妻
」
と
す
る
説
が
あ
る

が
、
当
然
こ
れ
は
妻
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

以
上
、
木
簡
に
多
く
の
例
が
見
ら
れ
る
水
産
物
語
彙
に
つ
い
て
、
サ
メ
、
タ

ヒ
、
ア
ユ
、
フ
ナ
、
ア
ハ
ビ
、
フ
カ
メ
（
メ
）
の
六
つ
を
選
び
、　
上
代
文
献
に
お

け
る
そ
の
記
載
例
を
調
べ
、
そ
れ
ら
の
語
彙
の
持
つ
語
感
を
さ
ぐ

っ
て
み
た
。

こ
れ
を
要
約
し
て
、
た
と
え
ば
、
古
代
ト
ー
テ
ミ
ズ
ム
の
残
影
の
う
か
が
わ
れ

る
フ
ニ
（
サ
メ
）
だ
と
か
、
魚
類
に
お
い
て
最
も
願
わ
し
い
も
の
と
さ
れ
、
賞

味
さ
れ
た
タ
ヒ
だ
と
か
、
清
流
で
泳
ぐ
姿
を
め
で
ら
れ
た
ア
ユ
だ
と
か
、
身
近

に
つ
か
ま
え
ら
れ
食
さ
れ
た
フ
ナ
だ
と
か
、
多
様
に
加
工
調
理
さ
れ
よ
く
賞
味

さ
れ
た
で
あ
ろ
う
に
、
も

っ
ば
ら
生
み
出
し
た
白
珠
を
珍
重
さ
れ
た
ア
ハ
ビ
だ

と
か
、
和
歌
で
は
乙
女
の
イ
メ
ー
ジ
を
浮
か
び
あ
が
ら

せ
る
藻

（海
藻
類
の
総

称
）
だ
と
か
、　
そ
れ
ぞ
れ
結
論
づ
け
る
こ
と
も
で
き
よ
う
が
、
そ
う
し
て
し
ま

う
と
、
も
れ
落
ち
て
し
ま
う
こ
と
が
ら
が
多
く
な
っ
て
し
ま
う
で
あ
ろ
う
。
木

簡
は
最
も
日
常
生
活
に
密
着
し
た
、
現
実
的
な
言
語
資
料
と
言
え
よ
う
が
、
そ

れ
と
観
念
世
界
の
広
が
り
を
伴
う

『
万
葉
集
』
な
ど
の
上
代
文
学
と
の
比
較
に

よ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
語
彙
が
言
語
文
化
の
中
で
位
置
す
る
特
質
の
一
端
と
で
も

言
う
べ
き
も
の
が
う
か
が
え
れ
ば
と
思
い
、
こ
こ
で
は
、
そ
の
た
め
の
基
礎
的

な
調
査
を
試
み
た
次
第
で
あ
る
。



木簡と上代文学

(1)註

「藤
原
宮
木
簡
の
用
字
お
よ
び
表
記
に
つ
い
て
」
を

一
九
八
二
年
五
月
に
訓
点
語

学
会
に
て
口
頭
発
表
、

「記
紀
歌
謡
と
付
札
木
簡
―
―

「細
螺
」

「
蠣
」
を
め
ぐ

っ
て
―
―
」
を

一
九
八
二
年
六
月
に
古
事
記
学
会
に
て
口
頭
発
表
し
た
。

奈
良
県
教
育
委
員
会

『藤
原
宮
出
土
木
簡
概
報
』
盆

九
六
八
年
三
月
）、

『藤
原

宮
』

（
一
九
六
九
年
三
月
）。

奈
良
目
立
文
化
財
研
究
所

『平
城
宮
木
簡
』

一
ぞ

三
、
『藤
原
宮
木
簡
』

一
―
二
、
「
飛
鳥
藤
原
宮
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報
」

一
―

六
、　
一
平
城
宮
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報
」

一
ぞ
十
五
。
但
し
、
字
体
は
新
字
体

を
使
う
。

関
根
真
隆

『奈
良
朝
食
生
活
の
研
究
』

一
九
六
九
年
七
月
、　
三
ハ
一
頁
。

山
路
平
四
郎

『記
紀
歌
謡
評
釈
』

一
九
七
三
年
九
月
、
四
八
五
ｉ
四
八
七
頁
に
紹

介
が
あ
る
。

東
光
治

『万
葉
動
物
』

一
九
四
三
年

一
二
月
、　
一
四
七
―

一
四
九
頁
。

東
光
治

『万
葉
動
物
』

一
七
九
頁
。

関
根
真
隆

『奈
良
朝
食
生
活
の
研
究
』
八
九
頁
。

∧
補
記
∨

　

『古
事
記
』

『風
上
記
』

『万
葉
集
』
な
ど
は
、
岩
波
書
店
発
行
の
日

本
古
典
文
学
大
系
お
よ
び
日
本
思
想
大
系
に
よ
っ
た
。
た
だ
し
、
字
体
を
現
在
通
用
の

も
の
で
代
え
た
り
、
訓
み
下
し
文
を
私
意
で
改
め
た
部
分
が
多
い
。
脱
稿
後
に

『神
楽

歌
』
の
歌
謡

「磯
良
崎
」
に

「
わ
ぎ
も
こ
が
た
め
と
鯛
釣
る
海
人
の
」
と
あ
り
、

『
日

本
書
紀
』
の
衣
通
姫
の
物
語
中
に

「故
、
時
の
人
、
浜
藻
を
号
け
て
奈
能
利
曽
毛
と
謂

へ
り
」
と
、
語
源
説
話
が
出
て
い
る
の
に
気
づ
い
た
。
ま
た
、
藤
原
宮
木
簡
の

「
船
」

字
は
写
真
か
ら
考
え
る
に
、
あ
る
い
は

「
鮒
」
字
の
芳
の
ゆ
が
ん
だ
も
の
か
も
知
れ
な

い
と
も
思
わ
れ
、
平
城
宮
木
簡
の

「磯
鯛
」
は

「磯
」
が
シ
の
借
訓
字
と
し
て
も
使
わ

れ
る
こ
と
か
ら
、
あ
る
い
は
現
在
の
イ
ン
ダ
イ
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
と
思
う
に
至
っ

た
。木
簡
や

『万
葉
集
』
の

「軍
布
」
例
に
つ
い
て
、
鈴
木

一
男
先
生
の

「
国
語
史
料
と

し
て
の
藤
原

。
平
城
両
宮
跡
出
上
の
木
簡
雑
考
」
貧
高
校
教
育
研
究
』

一
九
六
九
年
九

月
、

『初
期
点
本
論
孜
』

一
九
七
九
年
四
月
所
収
）
に
触
れ
て
お
ら
れ
る
所
が
あ
る
。

民
俗
学
な
ど
の
文
献
に
つ
い
て
参
照
し
な
か
っ
た
の
は
、
ひ
と
つ
に
は
文
化
の
根
源
を

求
め
て
時
代
を
さ
か
の
ぼ
ろ
う
と
す
る
視
点
を
避
け
よ
う
と
し
た
た
め
で
あ
る
が
、
こ

の
こ
と
に
よ
っ
て
逆
に
片
寄
り
が
生
じ
た
の
で
は
な
い
か
と
恐
れ
る
。
な
お
、
こ
の
稿

の
執
筆
後
に
、

「藤
原
官
木
簡
の
用
字
お
よ
び
表
記
に
つ
い
て
」
翁
訓
点
語
と
訓
点
資

料
』
第
六
九
号
に
発
表
予
定
）、
「記
紀
歌
謡
の
解
釈
と
木
簡
―
―
細
螺

・
物
申
す

。
か

き
貝

・
鮎
―
―
」
Ｇ
古
事
記
年
報
』
二
五
号
に
発
表
予
定
）
を
ま
と
め
た
。
本
稿
と
互

い
に
補
う
と
こ
ろ
が
あ
る
の
で
、
御
参
照
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

(7)(61(5)  14)(3)




